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るわけではありません。空白県がありますね。29 の大学に 77 の拠点があります。その
うち研究所と呼ばれる上段と研究センターと呼ばれる下段があるんですが、京都大学は
研究所という観点でいうと、ほかの大学にもたくさん研究所はあるんですが、共同利用・






























































































　京都大学の活動指針は、WINDOW ウインドウ、したがって、これからの 10 年、
研究所群が行っていくことも、まさにこのウインドウという活動指針にのっとったもので
ある、そうあるべきであると確信します。























































































































































































































































































































































































































































































































































































ますと、例えば、三次元だと10 ×10 ×10 で









































































































研究者が半年６人ずつ、1 年で 12 人います。ポスドクの研究員等も入れると博士号を



















































































　ちょうど 10 回で一区切りつけまして、11 回目すなわち第２巡目の第１回を東京で開
催いたします。京都大学の新総長山極先生のお考えに沿ったシンポジウムを今後開催し
ていきたいと思います。
　最後に茶々を入れるのはあんまりよくない話だと思うのですけれども、最近のマスメ
ディアとか、政府の言い分は、納税者に対するアカウンタビリティーをしっかりしろと
のこと。私たちの再生医科学研究所のように応用研究も行っている研究所には非常にあ
りがたい話で、多くの研究費を入れていただいています。ただ、本当に納税者に対する
アカウンタビリティー、それもすぐ目に見えるアカウンタビリティーを求めるだけでいい
のかなと思います。私、大阪の人間ですから言いますけど、大学は吉本興業じゃないの
ですから、お金を払ったから何かおもしろいことを示せよと言われるのは、ちょっと大
学にとっては酷だなと思います。もう一つは、総長もおられますけれども、総長のガバ
ナンスを強くしろと言われるのですけれども、軍隊じゃないのだから、端のほうで勝手
なことしていても良いと思います。というのは、軍隊のような組織になってしまうと、も
し何かが起こったときに、それは違うぞと言える人たちがいなくなると思います。あと
15 日ですから、この辺でお許しいただいて……。ありがとうございました。
岸本　　岩田先生、どうも長年ありがとうございました。
時間が 20 分ほど押してしまい申し訳ございません。まとめということではございません
が、これを糧に京都大学の附置研究所・センターともに頑張っていきたいと思いますの
で、どうぞ皆様、今後ともご支援・ご鞭撻くださいますよう、よろしくお願い申し上げ
ます。
　本日はどうもありがとうございました。
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